
11．「新しい検討方法」で検討を行うこと

全体 6278人

７区市（計） 2839人

練馬区（計） 825人

杉並区（計） 462人

世田谷区（計） 674人

武蔵野市（計） 202人

三鷹市（計） 285人

調布市（計） 310人

狛江市（計） 81人

東京２３区 1382人

東京多摩地区 692人

３県（計） 1365人

千葉県 319人

埼玉県 363人

埼玉供用済７市 258人

神奈川県 425人
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内容や進め方
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行ってもよい
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「新しい検討方

法」に賛成でき

ないので、検討

を行わないほう

がよい
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どんな 検討方

法であっても、

検討を行うべき

でない

3.4%
無回答

1.8%

全体
6278人

①「新しい検討方法」で検討を行うことにつ

いて（問 21）

＜全体＞

・東京都区間の「外環」計画について「新し

い検討方法」で検討を行うことについて、

「検討を行うべきである」が33.9％、「内容

や進め方によっては検討を行ってもよい」

が57.5％であり、合わせて91.4％である。

・「『新しい検討方法』に賛成できないので、

検討を行わないほうがよい」は3.4％、「ど

んな検討方法であっても、検討を行うべき

でない」は3.4％であり、合わせて6.8％で

ある。

問 21.関越道（大泉）から東名高速の東京都区間の「外環」計

画について、前ページのような「新しい検討方法」で検

討を行うことを考えていますが、あなたはこのことについ

てどのように思いますか。次の中から１つだけ選んで○

をつけて下さい。
都市計画や環境アセスメントなどの手続きに入る前の計画づくりの初期の段階から、

関係する自治体や地域住民の方々など多方面の人々に対し、

広く情報を公表し、情報を共有した上で、

ワークショップ､アンケート調査など多様な手段で、意見や意向を把握し、

その結果を分類、整理して公表するなど、

住民と行政の双方向のコミュニケーション活動を展開し、

それらを計画づくりに反映させる
＜新しい検討方法とは＞（参考）
討方法」に賛成

いので、検討を

いほうがよい

どんな 検討方法で

あっても、検討を行う

べきでない
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11．「新しい検討方法」で検討を行うこと

７区市（計） 2839人

都計エリア（計） 287人

周辺エリア（計） 1183人

全域エリア（計） 1369人

練馬区（計） 825人

　　都計エリア 95人

　　周辺エリア 390人

　　全域エリア 340人

杉並区（計） 462人

　　都計エリア 34人

　　周辺エリア 154人

　　全域エリア 274人

世田谷区（計） 674人

　　都計エリア 40人

　　周辺エリア 199人

　　全域エリア 435人

武蔵野市（計） 202人

　　都計エリア 23人

　　周辺エリア 102人

　　全域エリア 77人

三鷹市（計） 285人

　　都計エリア 51人

　　周辺エリア 141人

　　全域エリア 93人

調布市（計） 310人

　　都計エリア 42人

　　周辺エリア 159人

　　全域エリア 109人

狛江市（計） 81人

　　都計エリア 2人

　　周辺エリア 38人

　　全域エリア 41人

「新しい検討方法」

で検討を行うべき

である

内容や進め方によって

は、「新しい検討方法」

で検討を行ってもよい

「新しい検討方法」に賛成

できないので、検討を

行わないほうがよい

どんな 検討方法で

あっても、検討を行う

べきでない

無回答
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